
 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症について】 新型コロナウイルス感染症の新規陽性者数は減少傾向にあります。

３月１３日よりマスク着用のルールは見直されましたが、感染対策が不要になったわけではありません。感染リ

スクや重症化リスクを正しく理解し、マスク着用が効果的な場面などでは引き続き着用することが推奨されま

す。 
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〈今月のトピックス〉 HPVワクチンについて 

HPVワクチンは、子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイルス（HPV）の感染を防ぐワクチンです。小学校６

年生～高校１年生相当の女の子を対象に、公費によりワクチン（HPVワクチン）の接種を受けることができます。 

現在ワクチンの種類は、2価ワクチン（サーバリックス®）、4価ワクチン（ガーダシル®）、9価ワクチン（シルガード®9）

の3種類あります。接種するワクチンや年齢によって、接種のタイミングや回数が異なります。どのワクチンを接種す

るかは、接種する医療機関に相談してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HPVワクチンの効果やリスクについて 

詳細は、厚生労働省ホームページへ 

 

 

厚労省 HPV  

南会津地域感染症通信３月号 
調査対象期間７週～１２週（２月 1３日～３月２６日） 

令 和 ５ 年 ３ 月 

南 会 津 保 健 所 

電話 0241-63-0306 

マスク着用が効果的な場面 

医療機関に行くとき  高齢者施設に行くとき 

 

 

 

混雑した乗り物の中 

 

 

症状がある方 

外出を控えまし

ょう。 

通院等やむを得

ず外出するとき

はマスクを着

用。 

 

重症化リスクがある方 

妊娠中の方 

感染流行期に混雑した場所へ行く場

合はマスクを着用。 

事業者から呼びかけられたとき 

事業者が感染対策上の理由等により

利用者又は従業員にマスク着用を求

める場合があります。 


